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評価
項目

№ 観　　　　点
Ａ＋Ｂ／
全体（％）

自己評価についての説明及び来年度に向けての改善策
自己評価
の適切さ

改善に向
けた取組
の適切さ

学校の取組に関する評価と今後の改善点等

1

自校は、学校教育目標の
具現化に向けて、教育課
程の編成、指導計画の作
成等を工夫している。

100.0% A

2

教職員は、ＰＤＣＡサイク
ルのもと学級・学年経営
や教科指導、校務分掌に
工夫・改善しながらあたっ
ている。 100.0% A

3

自校は、事故やトラブル
等に対してのマニュアル
を作成・掲示・活用し、組
織的に、かつ迅速に対応
している。 100.0% A

4

自校は、すべての教育活
動を通じて、教職員の共
通理解のもと、組織的に
生徒指導にあたってい
る。 95.7% A

5

児童生徒は、授業中、落
ち着いて、学習内容を理
解しようとする姿勢が見ら
れる。

100.0% A

6

教員は、学力の向上を目
指し、児童生徒の実態に
基づいて日々の授業改善
に努めている。

100.0% A

7

基礎学力の定着や授業
規律の徹底など、教職員
の共通理解のもと学習指
導にあたっている。

100.0% A

8

教職員は、児童生徒に家
庭学習を定着させるため
に、家庭に積極的に働き
かけるなど工夫している。

82.6% B

9

児童生徒は、友達や教職
員・来校者に進んであい
さつができる。

82.6% A

10

児童生徒は、各学年の発
達段階に応じた場に応じ
た正しい言葉遣いができ
る。

100.0% A

11

児童生徒は、お互いのよ
さや努力等を認め合って
学校生活を送っている。

91.3% A

12

教職員は、すべての教育
活動を通じて、児童生徒
に対して規範意識を高め
る指導を行っている。

100.0% A

⑨学校に訪問した時には、生徒たちは笑顔で挨拶してくれている
と感じている。清掃のような具体的な目標を持った共同作業の中
でこそ，コミュニケーションの力が付くのだと思います。先生方が清
掃をコミュニケーション能力構築の機会にしようという判断を，全面
的に支持します。
⑪コロナ禍による行動規制などが有ったこの３年間は、心身ともに
発達時期にある子供達に大きな影響を与えていると思います。特
に人との関わり方やコミュニケーションの取り方など。
〇来校した際には、元気な挨拶をしてくれているので、普段の様子
が想像できませんが、教職員が、範を示しているとのことですの
で、継続して指導いただければと思います。
〇授業で、教え合いや話し合いの場面をこまめに作っていけば、
コミュニケーションスキルアップにつながるのではないでしょうか。
〇便利な世の中になればなるほど人と人とのコミュニケーションが
希薄になり、他人と挨拶も会話もないまま過ごすことが可能になっ
ています。子供たちの実生活の中で、家族以外の人に、自ら進ん
で挨拶する習慣がどれだけあるでしょうか。先生方は生徒の将来
を考えて十分に挨拶指導をしていると思います。挨拶についても、
家庭学習と同様に保護者への働きかけが必要ではないでしょう
か。
〇昨年度の改善策にあった、西山校長先生式あいさつは定着して
いますか…？
〇清掃時間をコミュニケーションの時間に活用するという対策は大
賛成です。
〇マスクを外し心から笑顔で会話したり、大きな笑い声が出せると
きが早く来てほしいと思います。デジタル化がより一層進んで、コ
ミュニケーション能力の低下も気になります。人と人との交流関係
づくりがポイントになると思います。シャイな年ごろでもあり、意図
的に働きかけ対面での意見交換や発表の機会が大切ですね。
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〇来校者には進んで挨拶ができているが、日頃から挨拶できているか
というと生徒による。声をかけても無言のこともある。
➡挨拶習慣やキャンペーンを学期ごとに設置し、挨拶を積極的に行う
機会を設定する。
➡教職員同士が廊下等ですれ違った時に必ず挨拶を交わす姿を、生
徒に見せ範を示し挨拶の重要性などを指導していく。
➡挨拶運動も挨拶することを目的とするのではなく、落ち葉掃きをしな
がら挨拶をするなど、コミュニケーションを図ることを目的として実施す
る。
〇対人関係スキルが低い生徒が多いように感じる。他とのかかわりあ
いの不足による生徒自身の活力の不足を感じる。
➡宮中生のコミュニケーション能力・他を意識した行動が低いのは、
他とかかわりあう時間が十分ではないと思われる。例えば、清掃時間
をコミュニケーションをとるという時間として活用する。
〇お互いを讃えあう場がもっとあっても良いと思う。
➡優れた活動をした生徒に生徒会長が表彰状を渡すなど，総合的な
学習の時間などを用いて、計画的に行う必要がある。
〇他人と上手に関わりあえない、主体性を持てない生徒が多い。
➡コロナ禍における目標設定の困難さが上がっている。
➡学期毎に「私の宣言」を生徒に設定し、実行、振り返りを行う。
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〇Bをつけたが、他学年がどのような形で生徒指導や教育相談をして
いるのかが、生徒理解支援委員会だけでは、不明な点がある。
〇問題行動等の発生時に情報共有がきちんとされていない場合があ
る。日報を活用するなどの工夫をしているが、課題を感じる。例えば、
発生→記録→記録用紙の提出（管理職・生徒指導主任・教育相談主
任等）までを一連の流れとしてはどうか。
➡日報や各学年生徒指導担当を通じて周知はしているが、確認しき
れていない場合がある。
➡従来通りの問題行動記録用紙を活用し、確認忘れのないよう、日
報で概要を伝え各々が必ず確認するようにする。

〇家庭学習ノートの活用が学年によって差がある。家庭の事情によっ
て家庭に協力をお願いすることが難しい部分もあるので、どう家庭学
習についてを指導していくべきか検討してもいいと思った。学習の手
引きの効果は薄いように思う。
➡学活の時間をきちんと確保し、家庭学習の取り組み方、保護者を巻
き込んで取り組む。保護者にも家庭学習の取組を確認してもらう方法
をとる。（今回の市教研、中堅研修の研究授業で実施しました。）
➡全校または学年で、家庭学習に向けて、取り組む。（家庭学習ノート
１０冊達成毎に個人表彰や学級で１００冊達成で表彰・取り組み優秀
者のノート紹介など）現在ある家庭学習の手引きを精査し、生徒へ周
知する。
〇授業と家庭学習の接続・効果が出ていない状況があること。
〇保護者と生徒の学習に関する回答に差がある。
➡多くの保護者は評定や考査の点数を見て学力を測る傾向にあるた
め、生徒の具体的な学習の姿を認識する機会が少ないと思われる。
➡一人一人に合った学習方法を保護者が熟考できる機会を特活など
で設ける。

〇PCデータとして記録をするようにしたこと自体は，データを積み
上げて分析したり，事例研究をするうえで役に立つと思われます。
それらを共有して指導に生かしてくためには，日常的に内容を確
認し，活用していく習慣を作っていくことが肝要かと思います。
③事故やトラブル等の他にも大規模地震発生時の対応について
マニュアルを作成し各家庭に配布されているので、保護者も対応
しやすいと思います。
④問題行動が発生した場合は、数名の先生が抱え込むのではな
く、全ての先生が内容を把握し、より良い改善策を検討し、対応し
て欲しいと思います。どうぞよろしくお願い致します。
〇情報の共有は大切と思われます。例えば、朝会を黒板、ペー
パーレスで、パソコン上で行えば、日報を皆さんが見て、情報共有
が図れるのではないでしょうか。
〇何事も共通理解を図るには、やはり「報告・連絡・相談」が基本
だと思います。些細なことも担任等→学年主任・生徒指導主任→
管理職の縦のラインと学年主任・生徒指導担当間の横のラインの
情報の循環を心がけていくことが「組織的に生徒指導にあたれる」
のではないでしょうか。
〇教職員の働き方改革の評価・改善策なども考える必要があるの
では…？
〇先生方の日々の努力ご苦労に頭が下がります。働き方改革が
問われていますが、年々仕事が多岐にわたって増えるように感じ
ます。この評価システムも作成から集計・検証・対策と大変です。
思い切って簡素化を図る勇気も必要かもしれません。校務分掌と
して役割分担をし学校全体の活性化を図る一員として参画意識が
高められたら良いと思います。

〇家庭学習を自分で工夫して実行することは，とても難しいことだ
と思います。問題集のような副教材とか，スタディサプリのような，
具体的なリソースを与えて，宿題に準ずるような課題を与えてみて
はどうでしょうか。無理強いをするのではなく，自分で勉強すること
の楽しさが伝わるような工夫をしていただければ嬉しいです。
⑤授業参観を度々させて頂いておりますが、どの教室もとても雰
囲気が良く、先生方も子供達も授業に集中していると感じました。
⑧子供達それから保護者にも先生方が中学生の頃、どの様に勉
強をされてきたのか体験談も含めて、そして家庭学習（勉強）の取
り組み方をお話しいただくのはいかがでしょうか。
〇家庭学習ノートの活用は重要と思われます。「本日の家庭学習
では、このようなことをすると良い」と宿題ではありませんが、示し
てあげる必要があるかもしれません。
〇家庭学習を定着させるための保護者への働きかけについて、ど
のように行うか、より具体的な案が示されているとよいと思いまし
た。特に、中学校入学時での保護者への働きかけが大切ではな
いでしょうか。
〇家庭学習を毎日落ち着いた環境で出来ない生徒や保護差に協
力を得られない生徒もいるはず…学校側にあと一歩踏み込んで、
その生徒の家庭状況を把握しその子に合った学習をフォローして
いく必要があると感じました。
〇学校としてあらゆる取り組みに尽力されていることがわかりま
す。個別指導が大きなポイントです。家庭環境・能力・意欲など根
気よく導くことが大切です。学びを通して自信をもたせていくプロセ
スを重視させていく取り組みを期待します。学習＝楽習でありたい
ものです。課題を見つけられない生徒へのできそうなパターンを提
供し、選択させ、成功感、充実感を味わわせる、うまくいかない場
合はさらに個別指導、フィードバックを、根気よくやるしかありませ
ん。一律的なノート提出、表彰などはどうか？とも思います。

A

A

自己評価 外部評価

様式５
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13

児童生徒は、体力の向上
に向け、学校生活全般で
運動や体づくりに意欲的
に取り組んでいる。

91.3% A

14

自校は、児童生徒の健康
及び安全についての意識
を高めようと努力してい
る。

100.0% A

15

自校の教職員は、ＰＴＡ活
動や地域活動等に積極
的に協力している。

78.3% A

16

自校は、各種たよりや
ホームページ等で、教育
活動の様子や成果・課題
等について情報提供して
いる。 95.7% A

17

自校は、保護者や地域と
連携し不審者対策のパト
ロールや声かけ運動など
の計画を立てて定期的に
実施している。 95.7% A

18

自校は、異校種間（幼保
小、中高等）の連携を積
極的に推進している。

87.0% A

1

学校行事や部活動等に
おいて生徒は意欲的、積
極的に取り組んでいる。

100.0% A

2

生徒はものを大切に扱
い、無言清掃に取り組む
など、環境整備、美化に
努めようとしている。

78.3% A

3

生徒は道徳性を高め、い
じめや差別に対して正しく
判断し、行動している。

100.0% A

4

教育相談を計画的・組織
的に行い、いじめ・不登校
等の問題に適切に対応し
ている。

100.0% A

連
携

5

学校公開・授業参観・懇
談会等をねらいを明確に
し、計画的に実施してい
る。

100.0%

〇今後の感染状況を見て、保護者限定の学校公開を地域限定公開
日にできないか。コロナ禍により，地域活動等はほんとんど実施され
ていないと思う。また、職員がどういった活動があるのかを把握できて
いない。
➡コロナ禍が原因の大部分を占めるが、保護者・地域・異校種との関
わりが希薄になってしまう。制限が多い中だが、可能な範囲で活動を
行った。来年度は今後の感染状況を見て、諸行事の実施に向けて検
討していきたい。

A A

⑤コロナ禍でいろいろと対応・対策が大変だと思いますので、保護
者も連携して学校公開や音楽会の準備・開催に協力できれば良い
と思います。
〇コロナ禍で学校や地域の行事なども縮小になり、近所に住んで
いる生徒の様子も知る機会もなくなったので地域限定の学校公開
はぜひ実現してほしいです。

6

教職員は情報セキュリ
ティポリシーに基づき、情
報管理の徹底に努めてい
る。

100.0% A

7

教職員は来校者への声
かけや施錠の徹底によ
り、不審者による事故防
止に努めている。

100.0% A

8

教職員は文章や会話に
おいて、言語環境を整え
ようと努力している。 100.0% A

学校独自の項目
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⑬過去にも異学年交流企画が存在していた記憶があります。更に
活発になる事を期待したい。昔から，宮内中は，様々な行事を工
夫して（全校相撲大会とか）きました。生徒ならではの企画に期待
したいです。
⑬先日お昼休みの時間帯に学校へ伺った時、体育委員がレクを
企画したそうで、子供達が校庭で元気に活動している姿を見まし
た。友達と一緒に体を動かしたいとか話をしたい等、人と関わりた
いという気持ちをしっかり持っているように思えました。コロナ禍で
その気持ちを抑えているところはあると思います。それにしても、
校庭に広がる子供達の元気な声はやっぱり最高ですね。
〇異学年交流の場を設ける案がよいですね。学級対抗のレクなど
も取り入れながら楽しめる企画で運動できるとよいです。
〇生徒も昼休みとはいえ多忙です。昼休みの時間が少し長くとれ
る日を計画して参加しやすい設定が望ましいです。

⑯ＨＰの更新においてはコロナの影響や共働き等の保護者にとっ
て、子ども達の日頃の様子を知るために欠かせないものだと考え
る。又、更新をマメにする事により、学校への関心を持ち様々な活
動の協力を促せるのではないかと感じる。
⑮PTA活動にご協力いただけるお気持ちに心より感謝申し上げま
す。確かにコロナ禍になり人が多く集まる活動の場が減りました。
年度当初は除草作業も計画し準備してきましたが、令和３年は第
５波、そして令和４年は第７波と言われた感染者が急増した時期
になり、止む無く中止に至りました。しかし、今年に入りPTA主催に
よるＬＧＢＴに関する人権講座を学校や生涯学習課のご協力も得
て開催することが出来ました。今後の感染状況を注視しながらに
はなりますが、来年度は更に活動を増やして参りたいと思います
ので、その際は、ご参加・ご協力をどうぞよろしくお願い致します。
⑰PTAでは、通学路の危険予知パトロールを年２回行っています
が、不審者対策のパトロールは行っていません。出来れば実施し
たいと思いますが、仕事をしている保護者が多く、定期的に実施す
るのは難しい状況です。特に夕方の時間帯では。
〇保護者からの意見に、１つ１つ大変丁寧に対応しています。教
職員の過重な負担にならないことが心配ですが、今後もよろしくお
願いします。
〇３年間中止になっていた教職員と地域民生委員，児童委員との
懇談会は来年度こそ実施してほしいです。
〇実態がつかめていないのでコメントは控えます。全国的にもPTA
活動の賛否、地域住民の交流やコミュニケーションが少なくなって
います。先生方が参加を問われるのも難しいですね。
〇文化センターでの音楽会が実現できれば生徒にとっても保護者
にとっても貴重な体験となり得るでしょう。しかし、クリアしなければ
ならないこともたくさんあります。安全管理、使用にあたっての費用
やスタッフの問題、機材等、使用日程の確保、他校との調整など。
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〇休み時間の運動は消極的である。休み時間に外で遊んでいる生徒
がすくないように感じる。用具の貸し出しも行っているのにもったいな
い。
➡異学年交流の場を設ける。縦割りで昼休みに交流する企画の設
定。月ごとに委員会企画を行い、異学年との交流の場を作る。
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〇コロナ禍であり，ＰＴＡ活動や地域の活動が少なかった。除草作業
等の活動がコロナの影響で減ってしまったため、今年度は協力する機
会が減ってしまいました。機会があれば協力できると思った。
〇HPについて
➡今年度は更新回数が少ないように思う。担当だけに任せるのでは
なく、分担して行えたらと思う。大きな行事の実施後は積極的に更新
を行う。
〇不審者パトロールについて
➡コロナ禍で難しかった。長期休業日の見回りの実施と生徒指導主
任のみ夜間パトロールに参加した。学校独自に勤務時間内にパトロー
ルする期間を設ける。（テスト期間や短縮日課など）
〇小中連携事業・異校種間連携について
➡小学校から小中連携指導用務で来校している先生方から、中1生
徒の小学校時の様子を聞けるメリットがある。これから連携を進める
にあたり、小学校教諭は中1。中学校教諭は小6に積極的に入るよう
に配慮する。
➡高校との連携は、中学生にとってとても刺激があると思うので、推
進していきたい。(北本高校を中心に)
〇校内音楽会の公開について
➡一般公開をしては良い面もあるが、プライバシーの観点や肖像権の
問題があり、難しい面がある。オンライン配信にも課題がある。来年度
の音楽会は市文化センターで実施を検討し、保護者への公開を進め
たい。

A

A

〇無言清掃は形骸化していると思う。清掃はよくしているが、無言清
掃ができていないので、改めて意義の説明が必要であると感じる。環
境委員や教職員の呼びかけだけでなく、生徒会活動全体や部活動等
も活用する。
〇「黙々清掃」に対しての意識に強弱がある。廊下掲示等でも周知は
しているが、教職員や環境委員からの呼びかけもさらに必要だと思
う。
➡清掃中の会話の有無について検討する必要がある。
➡班ごとに清掃計画を設計し、毎回の清掃に重点目標を設定させる。
教員はあくまで成果を評価する。

②無言清掃からコミュニケーション清掃への移行を検討する必要
があると感じる。子どもたちが相談し清掃箇所や清掃方法などを
話し合い短時間で効率的な清掃作業が出来るようになってもらい
たいと思う。前の項目にも書きましたが，清掃をコミュニケーション
能力育成などの目的を持った教育活動として見直していくことは，
たいへんに素晴らしいと思います。
〇学校内は、いつも綺麗にされていて掃除がしっかり出来ている
と感じています。コロナ禍でなかなか人とコミュニケーションが取り
にくい状況なので、掃除がしっかり出来るのであれば、多少の会
話は有っても良いように思います。
〇物を大事に扱わないのは非常に残念に思います。
〇宮内中学校は、いつ訪問しても清掃が行き届いていて、教室や
廊下等も整理整頓されていると思います。無言清掃に課題がある
ようですが、生徒の掃除に取り組む姿勢が継続して見られている
のであれば、無言にこだわらなくてもよいのでは。ただし、掃除に
支障をきたすような私語が多かったり、清掃活動自体が崩れてき
ているようでしたら、黙々と取り組ませるとよいと思います。
〇「無言清掃」「黙々清掃」という文言は評価観点や生徒アンケー
ト，生徒指導の要項欄からもう削除してもいいのではないでしょう
か…？清掃がちゃんと出来ているのなら、むしろ清掃の時こそ積
極的にコミュニケーションをはかる場!!として生徒にも周知していい
と思います。
〇参観させて頂くたび、いつもきれいに清掃されていて驚いていま
す。無言清掃ではなくお互いの分担の確認、事後の評価など生徒
同士でできます。「おしゃべりして清掃をやらない」という心配やそ
の発想は無用と思います。

〇不審者による事故防止について
➡不審者情報があった場合、職員で分担し校区パトロールを行ってい
る。その際、車両に「防犯パトロール実施中」の表示をつけアピールし
ている。必要に応じて不審者情報を、マチコミメールを利用し保護者に
周知している。

〇マチコミメールを活用した情報発信は、保護者に情報がダイレク
トに届くのがとても良いです。
〇不審者情報があった場合の対応（職員での校区パトロール、車
両に「防犯パトロール実施中」の表示をつけアピール、メールによ
る保護者への不審者情報周知）は、大変丁寧に取り組んでいると
思います。
〇授業参観の際、言葉遣いが気になる先生がいました。授業では
先生は丁寧な言葉遣いを意識し、生徒に範を示してほしいと思い
ます。
〇多忙な先生方のパトロールご苦労様です。夏季休業中等を利
用して先生方が通学路を歩いてみると様々な危険箇所の発見に
つながるのではないでしょうか？

A

A



　外部評価委員会実施日

　会長

　副会長

　委員

　委員

　委員

　委員

　委員

　委員

　委員 Ａ … ２１点以上

　委員 Ｂ … １７点以上２０点未満

Ｃ … １６点以下

　Ａ；適切な評価である　　Ｂ；ほぼ適切な評価である　　Ｃ；やや不適切な評価である　　Ｄ；不適切な評価である

＊「改善に向けた取組の適切さ」について

＊学校の取組に関する評価と今後の改善点等について

・評価項目ごとの取組状況に対する評価や今後に向けての要望等を記入する。

・自己評価書の項目を網羅的に評価するのではなく、「自己評価の高かった（低かった）項目」や「今年度の重点的な取組」に絞って記入する。

＊その他全体的な留意点

・外部評価書は１枚にまとめる必要はありません。（２枚以上可）

・共通項目と学校独自の項目を別様に作成してもかまいません。

・学校独自の評価項目、評価項目数は、各学校で定めてください。

・学校運営協議会の総評欄は、共通項目、学校独自の項目の両方を踏まえての総評を記入してください。

Ａ；十分な効果が期待できる　　　Ｂ；ほぼ十分な効果が期待できる

Ｃ；あまり効果が期待できない　　Ｄ；効果が期待できず改善を要する

山内　武

上田　毅一

＊「自己評価の適切さ」について

石井　登志夫

杉野　恒夫

坂井　範子

山下　健

佐藤　貴弘

西山　宏

大竹　郷美

第3回　　令和　５　年　２　月　21　日（　火　）

佐々木　智章

Ａ…３点、Ｂ…２点、Ｃ…１点、Ｄ…０点として

「自己評価の適切さ」及び「改善に向けた取組の適切さ」の算出方法

北本市立　宮内中　学校　学校運営協議会（敬称略）

第1回　　令和　４　年　10　月　４　日（　火　）

第2回　　令和　５　年　２　月　１　日（　水　）

来年度の重点目標（共通項目・学校独自項目の評価結果を踏まえて）

【重点目標】
『生徒一人一人が自分に合った学習方法を考える機会を設ける』
【反省点】
生徒に、学力や学習習慣をつけてほしいという思いから、「自学ノートを1日1ページ提出させる」、「補習を行う」、「基礎
的な内容の小テストを学年全体で行う」などの実践を各学年主導で積み重ねてきた。一方、学力差がある本校の生徒の
実態に合わない部分もあり、成果が出にくかった。また、1年間継続して指導し続けることの難しさもあった。
【改善策】
例えば、「これからの家庭学習を充実させる大作戦」（特活研究授業の内容。自分の家庭学習の内容・方法について振り
返り、共有し、1週間と期限を決めて実践する。実践を保護者にも見てもらい、自分に合った方法を考えるというもの。）を
全校で実践する。

学校運営協議会の総評

〇学習方法を自力で考えるのはたいへんにハードルが高いように思います。まずは全生
徒が，勉強することの楽しさを知ってもらえたらと思いました。生徒の方から「もっと勉強し
たい」という気持ちが芽生えてきたときに，はじめて家庭学習をする準備が整うのではな
いでしょうか。
〇全体的に適切に評価されていると思います。「保護者・地域・異校種間連携」の項目で
は、評価が低かったが、これはコロナ禍の影響によるものでやむを得ないと思います。そ
れぞれの項目で提案して頂いた改善策に期待しています。特に家庭での学習を習慣づ
けさせる事が課題だと思いますので、保護者を巻き込んだ取り組みなど良いと思いまし
た。
〇働き方改革も見据えて、来年度も課題解決に向けて、取り組んでください。
〇全体的に自校の教育活動について客観的に適切に評価し、具体的な改善策が検討さ
れていると思います。
〇来年度の重点を家庭学習として、やらされている感を持たせないための、「充実させる
大作戦」のような工夫ある取組を考えらえており、変容が期待されます。
〇２年生の校外学習に103人全員が参加できたとのこと…本当に素晴らしいことだと思い
ます。各クラス不登校ぎみの生徒が数人いる中で、日頃から先生方と学校に足が向かな
い生徒やその家庭との連絡を密にしているからこそできることだと思います。また、その
生徒が学校に来ている友人達とちゃんと繋がっていることに安心しました。
〇一人一人に合った学習方法…という目標はいつの時代でも必要なことで解決はなくど
れだけ前に進めるか…につきます。いろいろな方法、策を講じ、向き合うしかありません。
地道に継続していく過程で生徒が身につく、発見できる、力がつく…と一連の流れで先生
方も根気良くていねいに指導されることを期待します。


